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平成29年3月1日　NO  136
子どもの可能性を支える大人として
時の流れは速いもので、もう２月も終わり、いよいよ春が近づいてきました。まだ、突然の大雪に見舞われることもありますが、日々のお日様の光に柔らかさを感じられるようになってきました。着実に春の足音が聞こえてきたようです。そして、平成２８年度の締めくくりの３月です。日常の生活の中で接しているとなかなか気がつかないことですが、ふとした瞬間の会話や行動に「へぇー」「なるほど」と思うことがあり、この１年間、学校で、学園で、そして友達の関わりの中で様々な経験を積みながら子ども達は着実に成長してきていることを実感します。

今年、ワールドカップの個人戦で優勝回数が５３勝に達し、歴代世界記録に並んだスキージャンプ女子の高梨沙羅選手にわくわくさせられています。彼女は世界中で転戦するために中学校卒業後、高校は通信制で学びながら大学検定試験に合格し、飛び級（１８歳未満）で日本体育大学に進学しています。身長も１５２ｃｍと小柄の彼女が世界のトップとして活躍する基礎を育てたのが、出身地の上川町で地域の人たち手づくりのジャンプ台を使った少年団です。オリンピック選手を育成するような指導者でもなく、ただ地域の伝統として、子どものジャンプがしたい、という思いに寄り添いながらボランティアとして取り組んでいる普通のおじさんたちです。子どもの能力を見出し素質を開花させるためには、そのチャンスを与え、しっかりとした土台を作り上げる周囲の大人が如何に子どもに目を向け、手を掛け、骨身を惜しまない関わりを持ち続けられるかが重要になってくるのだと思います。
「子どもの時に身体で覚えたことは一生忘れない」とよく言います。様々な身体の動作を覚える適齢期があると言われていますが、間違いなく子どもの適応力や吸収力はすばらしい物です。これは頭脳でも同様です。子どもが持っている記憶力は実はすごいんです。その分、あらゆることを素直に吸収してしまう危うさも持っています。善し悪しの価値判断をする前に頭にインプットされてしまうこともあります。子どもに与えている私たちを含めた世の中の大人も、メディアも社会的常識や倫理観がきちんと確立されているとは限りません。ですから、時には子どもと常識や価値観について一から意見を交わしながら確認しながら進めていく必要があると思うのです。そうすることによって、意外としっかりとした自分の考えを持っていることに気づくかもしれませんし、思いもよらぬ感覚のずれを発見するかもしれません。

子どもが自分自身でより正しい思考力や判断力を持つこと、見通しを持って物事に取り組んだり、創造的に考えを広げていくことができるようになるために周囲の大人の役割が大変重要だと思います。そういう大人の働きかけをこれからも心がけて生きたいと思っています。
　春は「出会いと別れ」の季節です。３月１日には高校の、３月１１日には中学校、１５日には幼稚園、１８日は小学校の卒業式がそれぞれあり、学園の子ども達もその中の一人として参加していきます。そして、３月１１日（土）には光が丘学園の「卒業を祝う会」がたくさんの来賓の方をご招待して開催されます。子ども達には、それぞれが、自分の人生の主役として、新しいステージに力強い一歩を刻んでいってほしいと思っています。

施設長　吉　田　幸　雄
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マクドナルドさん　ありがとう！！
　2月21日、マクドナルドさんが企画して下さったショーで、学園に『ドナルド・マクドナルド』さんが来てくれました。ジャグリングショーや、ジェスチャーゲーム、皆で一緒にダンスを踊ったりと、子ども達は皆終始笑顔で楽しんでいました。最後は幼児さん手づくりのメッセージカードを渡す事ができ、楽しい1時間となりました。

3月の行事予定

3／1（水）　岩見沢農業高校・栗山高校　卒業式

3／3（金）  ひな祭り

3／4（土）  トドックキャラバン（料理教室）
3／6（木）　駒沢幼稚園参観日

3／9（木）　光が丘学園健康診断

3／10（金） 卒業を祝う会前日準備

3／11（土） 駒沢幼稚園卒園式

3／12（日） 光陵中学校卒業式

3／15（水） 駒沢幼稚園卒園式

3／16（木） 駒沢幼稚園修了式

3／18（土） 南小学校卒業式

3／20（月） 春分の日

3／21（火） 駒沢幼稚園一日体験入園

3／24（金） 南小学校・光陵中学校・岩見沢西高校・栗山高校・幌加内高校・新篠津高等養護学校　修了式

3／25（土） 誕生会

ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）　２月１日～28日
ビクトリア観光　様　コープさっぽろ　様　カーブス岩見沢店　様　梅原　保　様　岩崎　俊博　様

太田　米良　様　浦野　猛　美津子　様　河内　克彰　様　アサヒ飲料（株）　様　中央募金　様
鬼は外～福は内～　学園豆まき


朝から、いつ鬼が来るかとドキドキしいている子ども達。夕食後「鬼は外、福は内！」の声が響き渡りYさんをはじめ、R君、H君、職員2名が鬼に扮し、小さい子は泣き出したり、布団の中に隠れたり、そこに福の神に変身したUさんがなぐさめてくれていました。年の数の豆を食べ、節分を終えました。


―女子グループ　川口　紀子－





　鬼役を手伝ってくれた子以外にもお菓子を分けるのを手伝ってくれたA君、メイクをしてくれたりSさん等、皆の協力があり楽しい豆まきとなりました。S君の良い泣きっぷりに学園の鬼も一掃されたと思います。


－男子グループ　藤井　宏弥－





バレンタインデー








今までこの時期に作ってきた子達の成長（皆がよろこぶように作ったり、協力したり）と共にSちゃんを通して、チョコづくりをはじめて、それも楽しみにして参加してくれたSちゃんにわからなさや、うまくいかなさを皆がフォローしてくれる女の子達でありました。今までのお姉さん達がつくりくれた和なのだろうと思ってみていました。優しく、頼りになるお姉さん達の姿をなつかしく思い出しながら、次はこの後片付けも大切にしてくれるまでのことを、お姉さん達の力をかり伝わるようにしていきたいと思います。





－女子グループ　西原　潤子－








Rちゃん　Happy Birthday


　主役のRさんを立てながら面倒事もひきうけ受けてくれるYさん。会を盛り上げようと考えてくれるＴさん。そんなYさんと協力しながら料理を頑張るKさん。できないーと言っていた事にも挑戦し楽しむSさん、主役ながら最後までぎょうざづくりを頑張ったRさん。それぞれの力と成長を感じ、頼もしく思える誕生会となりました。


－女子グループ　山田　智媛－





Nちゃん　ハッピーバースデイ


　Ｎさんが先月行った兄のお誕生会を兄弟でお祝いしたよに、自分の時もと、皆でもんじゃ焼き、フルーチェを作りました。病床児がいたためショートステイルームではなく、食堂での開催となりましたが、一つのテーブルを囲んで、Ｎ家ほんわかパーティでした。料理上手なＴ君のキャベツのみじん切り、お肉入りのもんじゃ焼きをもりもり食べるＮ君。混ぜるの得意Ｙさん。お皿並べをしてくれ、みんなのアイドルＫ君。そして主役だけれど、洗い物など気付いたことを率先してやってくれたＮさん。５人で力を合わせて、おいしいニコニコのお誕生会となりました


―女子グループ　川口　紀子―





ドカ雪まつり　女子G


　Kちゃんが現地に足を踏み入れてすぐ、まっさおな表情で不調を訴え、本人の期待感もありましたが、前日迄の体調の視診にかけており申しわけなかったです。現地では外にでると落ちつきすぎるM君につられまいと歩くスキー、氷のコップづくり、すべりだい等Tｒｙすることで楽しく思えたようです。


Tｒｙするまであと一歩を促しています。


－女子グループ　西原潤子－





ドカ雪まつりへ行こう　男子G





天候にも恵まれ、はりきって臨んだドカ雪まつり。いざ行くと、たくさんの遊び場があり、めいめいに楽しんでいました。友人と合流したY君、その後を追うように遊ぶS君。マイペースに初めてのドカ雪まつりをたのしむR君。家族と共に過ごしながら、職員や学園の仲間たちともアトラクションを楽しむD君。それぞれがそれぞれ会を楽しみ、満足して帰って来れていたように思います。





－男子グループ　南　圭輔－





光が丘おんせん～さくらの湯～








　お店の様子を見て、気付けば店員になってくれる子ども達がいたり、温泉を楽しみにおフロの時間を普段より早めて向かう子どもたちがいたりと、行事をとても楽しみに参加してくれる、大人の工夫の大切さ、パワーを感じました。





－男子グループ　吉田　百花－





　スイーツのメニュー表や飾りつけなど、子どもたちが手伝ってくれた様子があり、自分たちの活動として関わり楽しんでいたことが嬉しく感じました。楽しめるように手の込んだ準備をしてくれた川口先生は、おふろをピンクにするまほうが使えるんだと、喜ぶ幼児さんたちでした。





－女子グループ　成田　志保里－





　


今月はひと足早いさくら湯に、浴室にある自分の雪だるまをゲットしてひんやりスイーツをいただきました。準備段階から小学生女子が手伝ってくれ、きれいなピンクの湯に「いい香り～」とお肌もスベスベになりました。数種類あるスイーツの中でもプリンが大人気で「食べたかった～」と言う子も…いて、ごめんなさい…来月もお楽しみに。





－女子グループ　川口　紀子－





つどーむ会場の広さにみんなが驚いていました。遊びたいものがたくさんあるなか、氷の滑り台で遊んだり、今回のだいごみのチューブスライダーにも乗り、元気いっぱい楽しんでいました。移動中や遊びをする際に人の多さから並ぶ時間も長く、待ちきれずくずれる子もいましたが、ケガもなく行事を終えることができました。





―幼児グループ　林　祐太―





　人の多さに何度も遊ぶことができず、少し申し訳なさを感じましたが・・・みんなで楽しんで笑顔で帰り、良かったと思います。


雪像も喜んで見ていたので、今度は大通り会場の方を検討してみても良いかなと思いました。


―幼児グループ　西田　明朱実―





　長旅も楽しい場所での体験も、経験を積み、慣れたものの幼児さん。それぞれが楽しかったと話してくれる時がとても嬉しいです。





―幼児グループ　成田　志保里―








